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研究成果の概要（和文）：

(1) Atiyah 類の局所化に関しては, M. Abate, F. Bracci, F. Tovena との共同研究において次の
ような基礎理論を確立した: ○1 局所化に適した Atiyah 類の簡明な定義, ○2 Cech-Dolbeault
コホモロジー論の展開, ○3 複素解析的 Thom 類の導入, ○4 Bott 型の消滅定理の証明.

(2) ベクトル束の準同型写像の退化問題に関し, Thom-Porteous 公式を退化集合に局所化する
試みを大本 亨と開始した. これは Chern 類の Schur 多項式の普遍的局所化を構成するもの
で, ベクトル束の Thom 類の大幅な拡張である.

研究成果の概要（英文）：

(1) Concerning the localization theory of Atiyah classes, with collaboration of M. Abate, F.
Bracci and F. Tovena, we established the following fundamental theories : ○1 a simple
definition of Atiyah classes suitable for the localization theory, ○2 Cech-Dolbeault
cohomology theory, ○3 introduction of the complex analytic Thom class, ○4 proof of a Bott
type vanishing theorem in terms of Atiyah forms.

(2) Concerning the degeneracy loci problem of a homomorphism of vector bundles, with
collaboration of T. Ohmoto, we started to try to prove the Thom-Porteous formula localized
at the degeneracy loci. This is done by constructing a universal localization of a Schur
polynomial of Chern. It is a vast generalization of the Thom class of a vector bundle.
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１．研究開始当初の背景

研究代表者は世界各地の研究者と特異多様
体上のベクトル場の指数, 複素解析的特異葉
層構造の留数の研究を行った . これは
Poincare-Hopf の指数定理をモデルに , P.
Baum-R. Bott, C. Camacho-P. Sad 等の理
論をも含め統一的に発展させたもので
Hermann 社からの単行本として集大成され
た. ここで用いられた方法, 得られた結果は
葉層構造のみならず次のような課題への応
用, 発展をみた: (1) 特異多様体の特性類, (2)
Chern 類の留数, (3) 複素力学系への応用,
(4) Thom 類等.

２．研究の目的

前述のように , 研究代表者は主として
Chern 類を基にした特性類の局所化理論を
展開し, 特異葉層構造の留数理論およびそ
れの複素力学系への応用, 特異多様体の特
性類, Chern 類の留数理論およびそれの特
異多様体の交叉理論への応用等の研究を行
い , 多くの成果を挙げて来た . これには
Cech-de Rham コホモロジーに適合させ
た Chern-Weil 理論が重要な役割を果し
た . 特にこの理論の枠組みで定められる
Thom 類は強力で, 例えばこれを用いると,
de Rham 複体に対する Lefschetz 不動
点定理が簡明に証明出来る.

以上の課題の研究を継続する他, これら
を Atiyah 類に対して考察する. この場合
はより精密な複素解析幾何学的情報が得ら
れるはずである

３．研究の方法

特に Atiyah 類についてはつぎのように研
究を実施する：

(1) Cech-Dolbeault コホモロジーを導入し,
Atiyah 類の局所化理論を展開する.

(2) 特異葉層構造の留数理論において基本
になるのは Bott 型の消滅定理である .
Atiyah 類を用いた場合は積分可能条件なし
に同様の消滅定理が成り立つことが証明出
来るので, 葉層構造より一般に特異分布の留
数理論を展開し, 複素力学系等への応用を図
る.

(3) 正則ベクトル束の Atiyah 類の切断の
組による局所化に付随した留数の構造を解
明する. 特異点集合の次元が“正しい”場合は
本質的に Chern 類の場合と本質的に同じと

思われるが, そうでない場合には差異が現れ,
これを調べることは交叉理論において大変
興味深く重要と思われる.

(4) 複素解析的な Thom 類を導入しその応
用 , 特 に Dolbeault 複 体 に 対 す る
Lefschetz 不動点定理の幾何学的な簡明な証
明を与える. さらに多様体が特異点を持つ場
合への拡張を試みる.

４．研究成果

特性類の局所化に関する従来からの研究を継
続した. 従来の局所化理論は Chern 類に基
づくものであったが, 特に本研究はこれを
Atiyah 類を用いて新しい観点から発展させ
るものである.

(1) Atiyah 類の局所化に関しては, M. Abate,
F. Bracci, F. Tovena との共同研究において
次のような基礎理論を確立した: ○1 局所化
に適した Atiyah 類の簡明な定義, ○2
Cech-Dolbeault コホモロジー論の展開, ○3
複素解析的 Thom 類の導入, ○4 Bott 型の
消滅定理の証明.

特に上記 ○4 は Atiyah 類を用いた場合に
は積分可能条件なしに成り立つことを証明し
た. これを用いて, 葉層構造より一般に特異
分布の留数理論を展開し, 新しい Atiyah 留
数を定め, 具体的例につてもこれを求めた.
これらは共著論文として纏められ, Revista
Matematica Iberoamericana への掲載が確
定している.

(2) ベクトル束の準同型写像の退化問題に関
し, Thom-Porteous 公式を退化集合に局所化
する試みを大本 亨と開始した. これは
Chern 類の Schur 多項式の普遍的局所化を
Cech-de Rham コホモロジーに適合させた
Chern-Weil 理論を用いて構成するもので,
ベクトル束の Thom 類の大幅な拡張であり,
様々な発展, 応用が期待される.

(3) 完全交叉多様体上のベクトル場に対し,
多様体の法束の自然な枠を用いた新たな指数
の定義を与えた. これは位相幾何学的に定義
された GSV-指数, 研究代表者等により
Chern-Weil 理論を用いて定義された仮想指
数とも一致しこれらの指数の新たな解釈, 計
算法を与える.
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